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平成20年1月25日  

特別用途食品制度のあり方に関する意見  

1．団体の名称  日本介護食品協議会  

2．代表者の氏名  島 家時（キユーピーーー㈱取締役広報室長）  

3．団体の概要   

（ア）設立の背景と目的  

在宅介護の増加に伴い，昨今では家庭内で利用できる介護食品の必要性が生じている。この中，食品  

メーカーはかねてより個々に独自の商品を展開し始め，一般家庭向けとして徐々に商品数を増やしな  

がら販売を行ってきた。しかし，当初の介護食品供給事情を見ると，それら食品メーカーの都合によ  

って規格がまちまちであったり，表示内容も統一されていないなど利用者の便宜には課題が多かった。  

そこで，介護食品が利用者や指導的立場の人々に円滑に受け入れられ，かつ安心して使用できる仕組  

みの構築を要望する声が加工食品製造業者の間で上がったことから，平成14（2002）年4月，43  

社の加盟企業をもって日本介護食協議会が設立されることとなった。協議会では，介護食品を「ユニ  

バーサルデザインフード」と命名し、高齢者をはじめとする多くの利用者に食の楽しみを提供するべ  

く，これまで不統一であった介護食品の規格を整備し，業界自主規格の制定を行い，食品業界内のみ  

でなく，食事を指導する立場の方々などに対して関連する情報の提供や普及啓発活動等を行うことに  

より，業界の健全な発展をめざしている。   

（イ）組織構成  

日本介護食品協議会 会員数44社（平成20年1月現在。別紙1協議会パンフレット参照）  

】 

ヰ】  

匝司  

（ウ）事業・活動の内容   

1）．普及啓発事業  

協議会では， ユニバーサルデザインフード普及啓発活動の遂行にあたり普及委員会を設置し，利用  

者および医師等指導的立場の方々に対して，年間多頻度の普及啓発活動を行っている。  

主な活動として，ホームページの作成・整備，関連催事への出展，介護関連の催事・勉強会等での  

講演，施設や利用者へのユニバーサルデザインフードのサンプル提供等。  

（1）ホームページでの 案内・啓発  

（2）協議会パンフレットおよびリーフレット更新・新規作成，配布  

（3）雑誌等への記事等の掲載  

（4）展示会等への参加（19年度の例）  

①第6［酌、わき食介護研究学会（日本摂食・えん下リハビリテーション学会公認セミナー）  

②第13回摂食・喋下リハビリテーション学会学術大会  
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③第34回国際福祉機器展  

④第13回訪問看護・在宅ケア研究交流集会  

⑤第2回摂食・嘩下障害を考える研究交流会  

⑥バリアフリー2008（予定），他  

（5）キャンペーンの実施（ホームページ上にて「敬老の日」プレゼントキャンペーン展開）  

2）．技術関連事業  

協議会では，ユニバーサルデザインフー ド自主基準の策定，補完および，その他科学的な問題事項  

に対処するため技術委員会を設置し活動を行っている。  

（1）ユニバーサルデザインフー ド自主規格補完のための研究活動  

（∋ とろみ調整食品におけるとろみ表現の統一と各物性の規格化（継続）  

② 具材の大きさに関する規格化  

③ 栄養補給食品の規格化  

（2）研究成果の外部へのPR活動  

技術委員会で検討した研究テーマについて，その成果を学会等を通じて発表し，協議会の技術的活  

動面について関連組織，研究者，企業等ヘアナウンスする（下記は過去の学会での発表。）。  

①第10回日本摂食・柿下リハビリテーション学会学術大会  

・「日本介護食品協議会とユニバーサルデザインフード」（ランチョンセミナー）  

②第12回目本摂食・喋下リハビリテーション学会学術大会  

・「市販とろみ調整食品のとろみ表現に適した食品の選択について」（口演）  

③第13回目本摂食・囁下リハビリテーション学会学術大会  

・「市販とろみ調整食品のとろみ表現に適した食品の選択について（続）」（ポスター・別紙2）  

（3）容器包装に関する規格化の検討  

ユニバーサルデザインフード容器包装の具体的な容器要求性能の内容及び規格化の可能性を検討。  

3）．調査事業  

（1）ユニバーサルデザインフー ド生産統計調査の実施（別紙3）  

（2）ユニバーサルデザインフー ドに対する認知度調査の実施（別紙4）  

4．そしやく・えん下国難者用食品を巡る現状   

（ア）特別用途食品とユニバーサルデザインフードの係わり  

平成6（1994）年，厚生労働省が特別用途食品に「高齢者用食品」を定義して以降，これら商品が投  

入されるようになり，限定的なルート（医師の指示による。一般販売は行わない）にて販売がおこな  

われている。特別用途食品は健康増進法を根拠に病者等への用途に限定した食品として定義されてお  

り，申請により厚生労働省（大臣）の認可を受けた商品は特定の病態等向けである旨その商品に表示  

を行うことができる（表示を義務付けられている）。  

一方，ユニバーサルデザインフードは，厚生労働省の許認可を受けたものではなく，あくまで食品業  

界の自主基準にて運用しているものである。このため，特別用途食品の様に「高齢者用（そしやく困  

難者用，そしやく・えん下困難者用）」の食品である等，特定の対象に資することをそのパッケージ  

に謳うことができるものではないが，「物性に配慮した一般の食品」すなわち「万人の選択に資する  

食品」という立場を採用しており，一般市販用の介護食品として多くの人々（在宅の介護者・被介護  
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者などを含む）の利用に資することができる。これは，利用者のニーズの変化に対応したすばやい商  

品の提供が可能であることと同義であり，販売についても，スーパーをはじめとする小売店にて展開  

していることから利用者にとってその利便性は高いと考えられる。  

（イ）ユニバーサルデザインフードについて  

「『ユニバーーサルデザインフード』とは，利用者の能力に対応して摂食しやすいように，形状，物性，およ  

び容器等を工夫して製造された加工食品および形状．物性を調整するための食品」とその自主規格に定  

義している。「ユニバーサルデザインフード自主規格」（平成15（2003）年6月12日施行）より。  

協議会では，「介護食品」を「ユニバーサルデザインフード」と命名し  

そのロゴマーークとともに平成15（2003）年7月，商標登録を完了して  

いる。これは，「介護食品」という呼び方をあらため，さまざまな方が  

利用できるという広範囲の概念を持たせることを基本的な考え方にし  

たものである。  

協議会が作成した「自主規格」では，ユニバーサルデザインフードの「区  
ユコトゥルぎウイココード  

分1～4」の段階について協議会独自の物性値を設定している（別紙1■  

協議会パンフレット参照）。会員企業はすべてこの値に則り，各社の意図する区分の製品を開発・供給  

している。さらに、区分3、4については「かたさ上限値」の他，飲み込みやすさへ配慮して「粘度   

下限値」についても定めている（物性測定方法については，厚生労働省の『高齢者用食品の試験方法』  

に準拠している）。   

また，「自主規格」では，ユニバーサルデザインフードの分類を「とろみ調製食品」 ，「乾燥タイプ」，   

「冷凍タイプ」，「容器包装詰加圧加熱殺菌タイプ」，「その他容器包装詰タイプ」としている（「とろ  

み調整食品」は最終製品として飲み物に粘性を付して飲み込みを補助する用途が主であるが，食品に  

対して用いることで，物性を調節する機能も併せ持ち，介護食品の調理にとって有用である）。ほか，  

容器の扱いやすさへの配慮や、商品への「ロゴマーク」の表示方法についても，運用細則を定めてい  

る。その他，誤用の防止の観点から，利用者にわかりやすい文言により注意喚起表示例を作成し各社  

商品等へ運用している。  

（ウ）ユニバーサルデザインフードの有用性について  

ユニバーサルデザインフードの有用性については、第8回目本摂食・柿下リハビリテーション学会学  

術大会口演央1、栄養学雑誌丈2におい て、それぞれ報告されている。  

士1レトルト介護用食品「やさしい献立」の食形態による分類～特養老人ホームの食事との比較～  

キユーピー㈱研究所研究六部濱千代善規、佐々木真紀、特別養護老人ホーム菅の里増田邦子、  

日本女子大学家政学部調理科学研究室高橋智子、大越ひろ  

大2摂食機能に応じた食事携帯のテクスチャーの特徴一特別養護老人ホームの食事と市販レトルト  

介護食品の比較－．高橋智子、増田邦子、佐々木真紀、濱千代善規、大越ひろ、手嶋登志子。栄  

養学雑誌。Vol．62No．283～90（2004）  

（ェ）会員企業とユニバーサルデザインフード登録商品  

ユニバーサルデザインフー ドは現在269製品が登録されている（平成20（2008）年1月22日現在）。   

最も多い分類は「容器包装詰加圧加熱殺菌食品タイプ」であり119アイテム，次に，「冷凍タイプ」  

が96，「乾燥タイプ（とろみ調整食品含む）」が36，「その他容器包装詰タイプ」が18となっている。  
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また，区分ごとに集計すると下記のとおり。  

表 ユニバーサルデザインフードロゴマーク登録状況（暦年 単位：個・累計）  

区分1   区分2  区分3  区分4  とろみ調整  合計   

3  3   9   7   0   7   26   

4  9   31   58   21   17   136   

5  10   31   65   30   29   165   

6  18   37   90   30   34   209   

7  34   33   117   36   38   258   

8  37   34   123   36   39   269  

2003 

2004 

2005 

2006 

2007 

200  

＊1月22日現在  

＜参考＞ 特別用途食品「高齢者用食品」表示許可・承認件数（2007年10月現在）  

別紙3は会員を対象に行っている介護食品生産量統計調査結果である。会員企業の生産・販売体制の  

整備状況進捗を背景に、生産量は年々急速に増加している様子がうかがえる。また，大規模小売店や  

ドラッグストア等において販売網が拡大する中，利用者の認知度についても高まっていることがうか  

がえる（別紙4認知調査、別紙5・ユニバーサルデザインフード商品案内）。  

5．特別用途食品の製品情報に関する情報提供の実態（ユニバーサルデザインフードの場合）  

上記、3－（ウ）－1）および同一2）－（2）のとおり。  

6．上記の現状を踏まえ，特別用途食品制度のあり方に関する意見   

（ア）ユニバーサルデザインフードが想定している利用者について  

協議会では，市場に実際の商品を供給する立場から，利用者の誤用による危険を鑑みて、そしやく・  

えん下領域の専門家（医師，歯科医師，大学教授，管理栄養士等7名）に対してユニバーサルデザイ  

ンフード運用についてのヒアリング調査を実施した（平成18年）。この結果，ユニバーサルデザイ  

ンフードは概ね硬さに対する基準設定であり，そしやく機能への対応として見た場合は分かりやすい  

との評価を得たが，えん下機能についての言及は企業側からは自粛すべきとの指摘を多く受けた。こ  

れは，専門家においてもえん下困難者への対応は個々人の症状を勘案しなが ら処方を行う非常に難易  

度の高い領域であることが理由となっている。以後，協議会ではこれら専門家のご意見を参考に対応  

を改め，パンフレット等、商品を案内する際には必ず「医師や専門家にご相談ください 」との文言を  

付し，利用者に注意を呼びかけている。   

（イ）「そしやく困難者用食品」の分類について  

1）食品製造企業から見た特別用途食品制度について  

「特別用途食品」として認可を受けた「高齢者用食品」商品については，「行政のお墨付き」をもっ  

て特段の優位性をアピールでき，かつ，制度が示す特定の対象の利用を喚起するために具体的な表現  

を商品に付することができる。このため商品コンセプトを利用者に直接伝えるには有利である。  

一方，「特別用途食品」の認証を受けるには所定の申請手続きが必要となるが，同手続きが煩雑かつ  

多くの時間，経費を要するものとなっている。また，一度認証を受けた商品であっても改版の際には  
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再度手続きが必要となるなど，同制度は利用しにくいものとなっている。   

2）「高齢者用食品」対象者の現状   

「高齢者用食品」は，その類型からそしやく困難者の対象を「高齢者」に限定しているが，そしやく  

困難者の現状はこの限りではなく，同制度とは蔀離している点があげられる。  

そしやく困難者は高齢者（加齢に伴いかむ力が弱まる）にのみ限定されるものではなく，年齢を問わ  

ず顎部や歯科的な障害を持つ方等も含まれる。歯列矯正中や歯科治療中などにおいても一時的なそし  

やく困難となり得る。   

「高齢者用食品」における現状を見ると，「そしやく困難者用食品」の認証件数は小数にとどまって  

いるが，これは以上の要因が相乗的に作用し，供給者の立場からは同制度利用の障壁に，また，利用  

者の立場からは「高齢者用食品」という限定した定義により利用が敬遠されているものと推察される。   

3）「そしやく困難者用食品」のありかたについて  

高齢者比率の高まる中，平均寿命とともに健康寿命についても延びている。 これは，80歳を過ぎて  

も元気な高齢者が多くなっていることを示唆するものであるが，このような「元気な高齢者」の中に  

は残存歯数の少ない「元気だが噛めない （病者ではない）高齢者」が増加していることも事実である   

（厚生労働省平成17年歯科疾患実態調査）。このため，今後の高齢化進展を考慮した場合，高齢者  

を中心にそしやく対応型食品のニーズは一層高まることが予測される。同時に，この背景の中，特に  

「かたさ」に関する加工食品への設計配慮は加工食品業界にとってもはや一般的な事項となりつつあ  

る。このことから、「特別用途食品」として「そしやく困難者用食品」を取り立てて制度の対象とす  

ることは，今後の趨勢にそぐわないものと思われる。  

（ウ）「高齢者用一食品」の類型名称について  

上記の観点から、今後の同制度については現行のように「高齢者用食品」との名称を制度として特に  

設ける必要性は乏しいと思われる。  

ただし、食品メーカー側がその対象をある程度示唆した表現を商品案内に用いることができるように  

なることは、今後の介護用加工食品の広がりと利用者の利益を勘案した場合有用と思われる。  

以上，ユニバーサルデザインフードは「そしやく機能」への配慮を主としており，現状の特別用途食品制  

度にある「高齢者用食品」類型および，「そしやく困難者用食品」については「ユニバーサルデザインフ  

ード」にて世の中に広く貢献できるものと日本介護食品協議会では考えている。  

以上  
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在宅で利用される方々が商品を選ぶ際の  

目安として、r区分1～4」、「とろみ調整」で区分lナしました。  
′′／区分選択の目安l  

お使いください。  

こ家族と一緒の食事を  1つも  

ぁてl才まらない   
お召し上がり  

＝ください  

⑳固いものがかみきれなくなった  ○口が渇きやすくなった  

澄むせやすくなった〈時々むせることがある）魯歯の治療中である  rユニバーサルデザインフード」の  

ロゴマークについて  

あてはまることがおる  
日本介護食品協議会では、「ユニバーサルデザインフード」の  

ロゴマークを作成いたしました．。今後、利用される方が選び  

やすいようにロコ■マークを「ユニ八一サルデザインフード」  

の商品やパンフレットに記載していきます。  

lカ  
コ＝Jトワルヲワインコード  

白身魚のうらごし  

ユ＝Jト別レヲウイココード  

とろみ調整の商品は、飲み物や食べ物にとろみをつけてまとまり感を出し  
飲み込みやすくするためのものです。  

●いつでも噛動ことろみをつけることができ零す¢  

●ユニバーサルデザインフードのどの区分の白買の万でもこ利用いただけます・  

陣場末状のとろみをつける商品や、ゼリー状にできるもの、昧の付いているとろみ飲料やとろみ食品 
とろみをつけるあんにしてある商品などがあります，  

瑞寅漂「とろみ調警」商品の上手な使い方  
古布釦（ッケージに、どれくらいの1を入れると、どのようなとろみがつくか桐己載己れてい弄す。よくお読み庸しlた上で・こ利用くだこい 

／ や■飲み物に利用ヰ  

h
 
 

ノ令たいものでも温かいものでも  
簡単にとろみがつけられます⊂  

少しずつお飲み物に入れながら、  

よく溶かしてください。   

軒  

螢  
とろみをつけたお茶  

商品によってはとろみがつく  
までに苓干時間のかかるものかあります【  

とろみがついたことを躍課してわ1らお召し上かりください。  
▲岬＿川＿叩州＿＿＿ 【 」←＿一ノ  

・：■莫へ甘桝鋸蛸拍嘲れlろみにくい万は．医師や御つ茅にこ椙指下さし、、・≡・蚊Jバ帥三冠ぼや那烏、誠によ・Jてとろみのつ一三馴明差rる  

用いものにとろみ空つけて召し⊥かか篭乱？けとにlネこ注苺下乱11局舎か即言す  監修．手鵬志子・大削）ろ   

＿∴ ∴如－ 】し、J鳳Ilリ苺I」r －′i払」て右■ 〔lパーT†‖分rn’り   

｝l     ／．手I直予†l  ノ・し「」す －こ1J押ノ′  



食べる楽しみをすべての人に  

顔料革凄義1  
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「日本介護食品協議会」設立の経緯  
舌鼓封じ社会がます吉す紺青lこなり、介逓を要する指層も増大しつつあり諾す「このような状三月を反映し介謹食品のニースは今後いっそう高まるもの  

と禦〕定これま写】そこで、介護母品力て利用者ならびに指濁される万に円滑に受け入れられ、かつ安心して使用できるよう一定の空軍を設け．軋要する  

摘要射止供や誓査指揮活動等を回ることにより、国民の髄康の賂侍牒潤に寄与するとともに巣汗の粟全な党風こ貞するために2002年4月日本介班  

長品協誠会が設立亡れましJこ∪協議会は、魯簾羞城豊かな車り用苔の「美味しく良へたい」という郡し1に応えるへく、衡生・安全性、誤障の防止は当然の  

ことなから、実映しご∵ロ（こやすさ・懐いやすこというものせ追求しQOL（クオリティーオフライフ・生活の門〉の向上に眞叙していきたいと考えていますへ  

「ユニ八一サルデザインフード」とは  
臼志r「こ睡良占も協i沌会てIJ、利用苔が満附する曙の目安として、良品を「かたこJや「粘虐」に応じてd段脂lこ区分しました∩  

砺ム封こはこれらの圧力とロコマークを表示しておりそれそnをぢき副こ選択いただけ諾すハユニバーサルテサインフードは日常の良寧からr「匪白まで  

帽広くおl史いいたたけ芋す．   

コト別山ぎ封ココード  
■食品メーカー   

アヲハタ‡先王し菓子土  
様式会社アプリフープ  
僕の累株式云7土  

大野冥築株ヨこ去社  
いなは虔品株式芸†1  

岩手缶≡去絹式会社  
丁蟻クリコ株式会†土  
工ム・シン見品粍式景観  
カコメ株式孟子上  
棟式孟子土力‖卜吉  
亀田製粟株式会津  
キユーピー株王し会社  

コールト／いノウ杵式三社  ハウス食品株式会社  ミ素材供指メーカー  

†屯和良吊抹式宗祇  はころもブース様式美杜  小川香料株式毒社  
大栗札墨株式宗祖  
慄式全章土大冶  
株式意†土中村屈  
株式会社二幸  
瞳式会刃ニチレイブース  
様式蓋7iニチロ  

ヨ満オイリ丁プルーフ株式蓋1土  

日1門口品株式会社 中央研究所  

日粟ヘスト様式会社  
日本水産株式会亭土  
日不デルモンテ株式会社  

様式芸～土フートケア  

株式会社ホテイフーズ  
コーポレション  

ホリカブーズ株式会寺上  
牧式会社マルハチ村硯  
明；台引ノ業株式会亨土  

山一面弔株式会社  
ヤヨイ良品株式会社  
雪E口乳業株式会社  

和光堂株式会社  

≡架源エフ■エフ・アイ株式芸子土  

、盲喜諾・包装メーカー   

昭社】昭エバッケーシンク株式岩杜  
大日本印刷株式会社  
大和き￥躍様式会7士  

栗洋ガラス株式会†1  

棄洋梨猪株式会l土  

凸版印刷株式会社パッケージ  
事業本部  

2007q二9月l昆荏  

WWW．udf．jp  

〒100－0006 乗京都千代田区有楽町1－7－1  

有楽町電気ビル北館1213区（社）日本缶詰協会内  

日本介護食品協議会  
TEL：03・3213，4751FAX：03・3211・1430 http：／／www．udf．jp／  

日本介護食品協議会  
JAPAN CARE FOOD CONFERENCE   

lカ  
ユコトゥル宇田コ⊃－ト  



市販とろみ調整食品（とろみ剤）の  

とろみ表現に適した食品の選択について  

一日本介護食品協議会の取り組み－  

1カ日本介護食品協議会                     藤崎 享  

① 目的  

のと 「とろみ調整食品ろみ表現に適した食品の選択」とは？  

「とろみ調整食品」→とろみ加減は利用者に依存  
第12回 鳴下リハビリテーション学会  

テクスチャープロファイル分析（TPA）から得られる  

「かたさ」およぴ「凝集性」の2次元マッピンゲの  

結果、モデル食品として、とんかつソース、コンデン  
スミルク、ソフト］－ケルト、ケチャップが適当であること  

を提案。  

▼  メーカーはこれをサポートするために・・・  

添加量によって変化する性状を、目安となる食品で表現  

▼し二・‥  

同程度のとろみ状態でもメーカーごとに示す「モデル食品」の表現が異なる  

例：A社＝「ヨーグルト状」   

B社＝「シロップ状」  

利用者にとってわかりにくい  

▼  
そこで！  

に用い 

とろみ表現る共通の「モデル食品」を選定すること で、商品の選択を容易にし、利用者の使い勝手を改善  

診新規モデル食品の探索  
《TPA》  

（TextureProfileAnalysis）  

→「かたさ」、「凝集性」、「付着性」などを求める分析法  

（目的）：更なるモデル食品の探索  

検討した食品  

●からし（2種類）  

●岩のり（2種類）  

●トマトソース（8種類）  

●チョコレートシロップ（2種類）  

●シチュー※1（3種類）  

●とろろ※2（2種類）  

●カスタードクリーム※2（3種類）  

●調理みそ（7種類）  

●トマトピューレ（4種類）  

●ピザソース（2種類）  

●ホワイトソース※1（2種類）  

●デミグラスソース※1（2種類）  

●ホイップケノーム※2（2種類）  

※1：20Oc及び600cにて測定  ※2：5Oc及び20Ocにて測定  

《測定機器》  
テクスチャーアナライザー  
（StabFeMicroSystems社製TA－XT2i）  

《測定方法》  
① 200cで1時間保温（一部の食品に関しては50cあるいは600c  

で保温）する。  

「かたさ」：一回目の圧縮における最大応力（荷重）。値が大きい  

ほど、かたい。（＝Hl）  

「凝集性」：一回目の圧縮と二回目の圧縮の面積（エネルギー  
量）比。値が大きいほど、内部結着力が強い。（＝A2／Al）   



② 試料をステンレス製シャーレ（直径40mm、高さ15mm）に充  

填する。  
③直径20mmの円柱形プランジャーで2回連続圧縮（圧縮速度：  
10mm／秒、クリアランス：5mm）試験する。  

④②、③の作業を3回行い、3回の測定値の平均値を算出し、  

『かたさ』および『凝集性』を求める。  

1．2  

lんだ食品 

由℃）  

04  

◆からし  ■調理みそ  
Ⅹトマトピュ 

0．2  ・ホワイトソ 
シチュー（60Dc）  デミグラ 
とろろ（5Dc）  カスター 

0．0   ホイップクリーム  －ホイップク 

かた 

については商品間の物性善が比較的小さい  

／一入       ■L  湘ユニ ・・▼   
利用者が物性をイメージしやすい食品  

木ワイトソース（80℃）  

■調理みj  岩のリ   
ーレ  ●トマトソース   

ース  ホワイトソース（600c）   

スソース（600c） とろろ   

ドクリーム  カスタードクリーム（50c）   

リーム（50c）  

500D  10  

さ（N／m2）  

山電璧ステンレスシャーレ ST－48  

測定容器  

■‾：‾‾  

測定の様子  Stau色M忙「（】Systoms絶賛  
TA・XT2l  

Stau8MICrく〉Systoms喪 2【）mmCyl血uminh」m  

プランジャー   

③ 官能評価との関連性  

（目的）：モデル食品の妥当性の検証  

評価方法  

①（Ⅰ）～（Ⅴ）の『かたさ』に調製した溶液を用意する。（なお、溶液の調製  
に関しては、市販のとろみ剤を使用した。）   

（Ⅰ）150～200N／m2、   
（Ⅱ）250～300N／m2   
（Ⅲ）500～600N／m2   
（Ⅳ）700－800N／m2   
（Ⅴ）1400～1600N／m2  

②各モデル食品（ポタージュ、フレンチドレッ  

シング、シチュー、とんかつソース、ソフト  
ヨーグルト、デミグラスソース、トマトピューレ  

ピザソース、トマトソース、ケチャップ、ホワイ  
トソース、マヨネーズ）のとろみ状態をイメー  

ジしてもらい、見た目、かき混ぜた感じ、触っ  
た感じなどを基準に、最も近いと思われる試  
料を（Ⅰ）～（Ⅴ）から選ぶ。  

シチュー（60℃）  

デミグラスソース（60℃）  

トマトピューレ  
ピザソース  

トマトソース  
ホワイトソース（60℃）  

〈アンケート用紙〉  

の6穫の食品が、商品による物  

性（かたさ、凝♯性）善が比較  
的小さく、イメージが容易な食  

品と考えられた。  

かたさの目安（N／m2）   

ポタージュ   100－200  

フレンチドレッシング   200－300  

シチュー（60℃）   2∝ト350  
Ⅱ  

とんかつソース   250－400  

ソフトヨーグルト   300－500  

デミグラスソース（60℃）   ヰ∝ト¢∝）  III 

トマトピューレ   450・づ00（4種中3種）  

ピザソース   50（ト7（伯  

トマトソース   550一瑠50（8種中8種）  

ケチャップ   700－850  Ⅳ  

ホワイトソース（60℃）   13∝ト1350  Ⅴ  

マヨネーズ   1800－1900  

5
区
分
に
分
類
 
 

（む 多くの食品に  

おいては、機器lこよ  

る物性く『かたさ』）と、  
官能評価の結集が  
一致した。  
②フレンチドレッ  

シングはやや区分Ⅰ  
に、ポタージュはや  
や区分Ⅱに書った  
鷺見が多かった。  

ll．．．1I仁 一l．．  

暮1l▲＿；．tl‥．．批．  

勤まとめ   

①12品目のモデル食品を選択し、TPAの「かたさ」に  

よって引区分に分類した。  

②モデル食品の妥当性を官能評価から検証した。  

モデル食品として妥当である   



岨  
ユコトワ仙ラヴインコード  

ユニバーサルデザインフード生産統計  

日本介護食品協議会  

平成15年（2003年）  平成16年（2004年）  平成17年（2005年）  平成18年（2006年）  

数量（トン〉  全書真（百万円）  数量（トン）  金額（百万円）  数量（トン）  金額（百万円）  数量（トン）  金額（百万円）   

45   51   56   60   73   79   157   151  

2   382   431   376   337   420   402   425   404  
区分   

3   341   403   425   425   1，028   689   1，269   1，037  

4   1，423   1，157   905   660   1，122   827   1，593   895   

とろみ  114   431   246   780   394   1，033   566   1，490   

合計  2，50S   2，473   2，007   2，2占2   3，0二事6   3，031   4，010   3，97（i   

乾燥   117   438   247   784   388   1，026   561   1，483  

冷凍   39   39   95   79   650   343   1，118   845  
タイプ別  

レトルト   1，681   1，718   1，399   1，208   1，875   1，568   2，219   1，584  

他   469   278   266   192   122   94   112   64   

合計  2，30S   2，473   2，007   2，262   3，05（i   3，031   4，010   5，976   

市販   435   501   5（；4   626   667   790   6g4   857  
販売先別  

業務   1，870   1，972   1，443   1，636   2，369   2，241   3，325   3，119   

合計  2，30S   2，473   2，007   2，2（i2   3，0二事占   j，051   4，010   3，976   

※暦年集計  

※金額は出荷ベース  

ユニバーサルデザインフード平成18年（200¢年）生産t・金額前年対比  

平成18年（2006年）  平成17年（2005年）  06／05年対比  06／04年対比  

数量（トン）  額（百万円  数量（トン）  金額（百万円）  数量（％）  金額（％）  数量（％）  金額（％）   

157   151   73   79   216．5   190．0   281．2   250．0  

2   425   404   420   402   101．3   100．6   113．0   120．1  
区分   

3   1，269   1，037   1，028   689   123．4   150．4   298．9   243．9  

4   1，593   895   1，122   827   142．1   108．2   17（；．1   135，7   

とろみ  566   1，490   394   1，033   143．7   144．2   230．1   190．9   

合計  4，010   3，97（；   3，03（i   3，031   132．1   1二‡1．2   1タ9．＄   175．8   

乾燥   561   1，483   388   1，026   144．5   144．5   227．3   189．3  

冷凍   1，118   845   650   343   171．9   246．7   1，173．3   1，075．2  
タイプ別  

レトルト   2，219   1，584   1，875   1，568   118．4   101．0   158，6   131．1  

他   112   64   122   94   91．3   68．4   42．0   33．5   

合計  4，010   3，976   3，03（i   3，031   132．1   131．2   19！）．S   175．＄   

市販   684   857   667   790   102．7   108．5   121．3   136．9  
販売先別  

業務   3，325   3，119   2，369   2，241   140．4   139．2   230，5   190．7   

合計  4，010   3，976   3，03‘   3，031   132．1   131．2   199．8   175．8  



lカ  
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お問い合わせ窓口  
TEL（受付時間）  

、▼▼一▼’■－■‾▼‾’  

主な商品  

株式会社  

アクリフーズ  

httpノ／肌用W〟．  

8qli．co．jp／  

味の素  

株式会社  
匂ヨ！1  

03・5250t8221  
■受付時間9時－1B昭  
（土・日■裾白は隙く）  

株式会社トウ・キユーピー通信販売郡  

（Ⅱ：Dwww・blueflag・CO・jp  

⑬0120・0365・18  
⑬0120・200・441  

T受付時間9時■－18時  

（日・祝日は隙く、Faxは24時間受付〉  

お客様相談室  http：／／wvJW．  

kewpie．co－jp／  

閥品†■稽－・介濾愈より商品  

邑羊蹄がこ覧いただlフます‘  

ホーム石上にお問い合せ  
君□がこざしほす「  

キユーピー  

株式会社  
⑲  
0120・14tl122  
■受付時間9時－17持30分  

（±・日・祝日は隙く）  

商品間発部  

http：／／www2．  

daト「ei．co．jp  

ニチロオンラインショップ（やさしい素材）  

8正Dshop・nichiro・CO・jp／  

旬≡抄0120・322・630  

⑳049－280・7155  
■受付時間9時一－18時  
（土・田・祝日も璧勺）  

業務用食品部  

株式会社  

ニチロ  

http：／／WWW．  

nichi「0．CO．jp／  
⑲  
03・3240・6205  
■受付時間9時－17時  
（土・日・祝巳は幹く）  

お客様相談；琶口  

日清オイリオ   http：／／www．  

nisshjnLOi11i0．  

COm／  

（王≡抄  

03・3555・6812  
1受付時間9昭一17時  

（±■日・抗日は隙く）  

グループ  ．  
■■Lよ丁汀＿－  

●●▼l－－   tr  

■－－－  
ちノ三感熱概ニ． 

抽  
株式会社  

営業本部 宅配係  

⑬www．nittobest・COLjp／  

匂≡抄0120・917・549  

⑳047・477・3354  
■受付時間9時～1日時  
〔土 日・祝日は曙く）   

l：ホスビ翠翠讐  

旬ヨ1  

047-477-2110OO 
■受付時間9時－18時  
（二・ヨ・祝日は隙く）  

httpノ／www．  

nittobest．  

CO．ip／  

日東ベスト  

株式会社  



しL・ 
〔－  

i、’’ ▼ll▲▲‾▲‾ ▲▲‾－  

お問い合わせ患口  
TEL（受付時間）   

▼▲▲一▼一‾‾‾’■■■‾  

主な商品   URL  

」‾－嶋『甲F 一ノ  

お客様係  
＼．．一】＿＿．】．＿．▼．＿，▼ゝ＿W▼ ＿．札＿】一 】 【¶一ノ  

旬王事  

03・5640・9168  
■受付時間10時～17時  
（ニ・日・祝日は轄く）  

http：／／WW冊．  

delmonte．co．jp／  

PrOduct／P＿  

0「0．htmt  

日本デルモンテ   

株式会社  ー一  

ノ β㍉項  

ハウス食品  l  

：上土ご－▲▲∵叫  

ハンバーグ埠  

嘲   茅＝■馨香  
色ユニ 

お客様相談室  
ハウス食品  

株式会社  

http：／／  

housefoods．jp／  
⑲  
0120・50・1231  
■受付時間9時－28時  

〔但し年末三始は10隋→19持）  

ヮ黒与‡．′  
二■＝ご・丁一■■■  

お客様窓口係  

http：／／肌付い〟．  

foodcare．  
CO．jp／  

㊥  
042．786．7177  
■受付時間9時～17時  

（土・B■祝日は隙く）  

－ 
びう  

．■■■＿ こ 脇       ぶ・【・、▲▲一・宗ニー  ～ニ蒜ふヌー、㌣  

通販課  

q王I認芯／0「icafoods・  

⑬0120・491・084  
⑬025・794・4404  
■受付時間9時－17時  
（土・日・祝日は隙く）  

ライフケア部  
十 本三十∵ 十＋  「 短；ゝ二L′‡▲▼ノ」  

ホリカブーズ   

株式会社  

http：／／WWW．  

fo「icafoods．  

CO．jp／  

tiヨ1  

03・5846－5106  
■受付時間9時～17時  
（±・日一視白は隙く）  

⊇  

株式会社  

≡マルハチ村松  

外食用営業部通販課  

⑬www・08m・CO・jp／  

⑬0120・656・008  
⑬054・622・7691  

■受付時間9時～18時  
（土・日・†兄らは萱珠く〕  

マーケテイング課  
軍学挙  

http：／／  

匂ヨ｝  

054・664・1551  
■受付時間9時－18時  
（土日・祝日は隙く）  

巨川WⅥ．08m．  

CO．jp／  

明治乳業グループ（株）ナイスデイ  

①  
WWW．niceday・Catalog．com／  

（iE事0120・888・157  

■受付時間9帽30分～17時  

l土・日・祝日IA除く） （土限のみ15時）  

明治乳業お客様  
相談センター  tp：／／肌Ⅳい〃．  

einyu．co．jp／  明治乳業  

株式会社  
⑬  
0120・358・369  
丁受付時間9時～17時  
（土・日・花白は措くJ  

「eパndex．  

1_ __  
∽H▲‘‾▲‾  

ぉ客様相談室   

旬王I  

0120・84ト817  
■受付時間9時～18時  
（土■日・礪∃は隙くつ  

http：／／WW＼肌  

yayoifoods．  
CO．jp／index．  

html  

ヤヨイ食品  

株式会社  

SF千姫1一lノ  SF NF，’J  

●ン㌻：ら二→‾つ㌧∴ソ藁ケ‡り  

l       ‾  ▲            ■                 、                                                                       ■  

和光堂ファミリークラブ  

q王D 
akodo・CO・jp′  

和光堂お客様相談室  

和光堂  

株式会社  
‘王ヨ｝  

0120－88・9283  
■受付時間9時～17持  

（土・E 招ロは除く1  

httpノ／竹山付肌．  

Wakodo．cD．jp  ⑬0120・88・0510  
⑳03・5296・6826  
■受付時間9時－17時  
〔土・日・呪∃は韓く、Faゝは貫き苛2云絹蓼削  

●ユニバーサルデザインフードとは  

●製品情報  

〒100－0006  

棄京郡千代田区青葉釘ト7－1  

有楽町享琶荒ヒル北柁1213区  

（社）日本缶詰協会内  

日本介護食品協議会萱                                j  

2nO7年9月現在   

lカ  
コ＝JトワIリラワインコート  

1ホームページアドレス  

http：／／www．udf．jp／ ●協議会概要  

などのお役立ち情報満載  



嬰  
H。R2。。7   

ユニハ小一サルデザインフード認知度調査  

アンケート集計結果  

2007．10，3（水）～5（金）  

東京ビッグサイト  

日本介護食品協議会  

第34回厨際福祉機器展（HCR2007）来場者対象  

アンケート総数 948   



2   




